


























〈女の亡夫の友人である男〉が登場人物である。旺盛に牛鍋を食す男とそれに負けじと小さな肉片をつかもうとする我が子たちとは対照的に〈女〉は鍋には手をつけず我が子にも目もくれずに、 〈男〉へ「永遠 渇してゐる」視線を送り続ける。 〈男〉と〈娘〉の食の争いの様子は猿の親子にたとえられ、 「人は猿より 進化してゐる」という言葉で小説の幕はとじる。
冒頭で触れた三好・小泉両論文に共通している解釈がある。それ





































くことになる。以上のことに加え、魯文の『安愚楽鍋』に描かれているさまざま 階層の人物から、牛鍋は庶民に 十分手が届く食べ物であったことがうかがえ 。
そして明治十年代末になると、坪内逍遥作『当世書生気質』での






















縁は家族の定義の中に入らないし、アフリカのようにゴーストマリッジ（死者との婚姻）の慣行のあるところでは、死者でさえ家族のメンバーに入る。家族を操作的に定義するために文化人類学がたどりついたミニマムの定義は「火（台所）の共同」 、すなわち共食共同体と うも である。したがって「別火」が起きたとき、世帯分離（したがってしばしば家族分離）が起きたとみなす。『牛鍋』の〈男〉と〈女〉の間には婚姻関係が結んであるのか、




「 〈開化〉の体現者は言う迄もなく〈男〉である。 」と断言している。その具体的な根拠ははっきりとは書かれてはいないのだが、一―一で述べたように牛鍋と 、普及し始めたころは「開明的」な食べ物の象徴であり、それを食することは非常に進歩的な人物であること
― ―97
を証明するものであった。つまり、開化の象徴である牛鍋を積極的に、かつ「 ばしこく」食べ続ける〈男〉こそが、時代に取り残されることのない、近代的人物なのであ 、ということであろう。
さらに小泉は 〈男〉 の外見の特徴から、 「この 「箸のすばしこい男」






職人を大別して二種とすべし。居職人および出職人、これなり。錺職・下駄・鼻緒…省略（有賀）…煙管・提灯等の に従事するは居 人にして、大工・左官・石工・瓦葺 ペンキ塗の如きは出職人となす。
（傍線有賀）…（有賀中略）職人気質におい


















































〈男〉と争うことができ、 〈男〉の手中にある牛鍋から食を奪うことを許される、といっ 解釈ができ 。〈娘〉が鍋をつつきだすと、 〈男〉の箸は「一層すばしこくなる」と描写されているのに対し、 〈娘〉の箸は「すばしこくならうとしている」と描写されてい 。 〈娘〉は〈男〉に何度も食を阻まれ、その度に「驚の目」を彼に向けた。これは初めて彼女が“他人”の厳しさに出会った瞬間であろう。この箸の描写は、 〈男〉の箸は、世間の厳しさを十分に知り生き抜く術を会得しているということ、
〈娘〉の箸はこれからその術を得ていこうとしているという表象でもある。
しかし彼女がいくらその術を身につけても“女”になってしまっ









































視線を送り続けるが、何もせずに〈男〉に見惚れていたわけではなく、 「酒を注いで遣」ったりと終始〈男〉の世話をしている。何もしていなかったのならば、激しい性欲のために〈男〉に見惚れていた、とも解釈できるが、そうではな のである。そもそも性欲のめだけならば〈娘〉 まず連れてはこ い筈
この「永遠に渇してゐる目」が見ている先には本文中明確には書






















はなく、 〈男〉 の世話に従事している。これは一見すると利他的だが、巡り巡っては利己的な行動となり得るのである。 「人は猿よりも進化してゐる。 」という文章は、目先の、生存を左右する食を無視し、未来の「食」を〈男〉から得るため 行動する、という動物には見られない行動を表現している文章なのである。「人は猿よりも進化してゐる。 」の解釈はもう一つ存在する。〈男〉と〈娘〉の食の争いは、作中後半で猿の親子の食の争いにたとえられる。 〈男〉も母猿も自分の食欲を子供の食欲よりも優先しているが、たまたま自分のおこぼれを子供が口にしても叱らない、という点が共通している。しかし〈男〉と〈娘〉と 間には母猿と子猿のよ な血縁関係はない それにもかかわらず〈男〉は〈娘〉を叱らない。この箇所での「人は猿よりも進化 ゐ 。 」の文章の意味は、本能の欲求のままに生きる「獣」のような庶民にも、自己を抑制させるような行動をとることもある、という作者の皮肉が込められている。
終
一見家族のように見える三人だが、内情は違い、各々の思いが錯




遠に渇し」たままに違いない。 〈女〉と〈男〉のまなざしは完全に非対称である。 〈男〉からまなざしを受けない限り、彼女 目 永遠に満たされることはない。もうすでに〈女〉と〈娘〉を軽んじている〈男〉の視線が〈女〉を見る日は来ないことは容易に想像がつく。
そして、鷗外の小説の中には、自分の性欲を優先し行動する女、
















 一九八四・七）の中の「 『木霊』と『牛鍋』 、 『電車の窓』の実験」































19巻、 「未亡人論」 』 （不二出版
　
一
九八六・一）
⑼
　
チャールズ・ダーウィン著・八杉龍一訳『種の起原』 （岩波書店
　
一
九九〇・二）
鷗外はドイツ人のお雇い外国人講師フランツ・ヒルゲンドルフ
（
1839-1904 ）に進化論を習っていた。そのことがわかる講義ノートが文
京区立鷗外記念本郷図書館に現在も保存されている。
その他参考文献日本大辞典刊行会編集『日本国語大辞典』 （小学館
　
一九八〇・二）
以上参考・引用文献著者の敬称は略した。
